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大
字
上
三
川
は
、
町
の
南
東
部

に
位
置
し
、
南
北
に
延
び
る
岡お
か

本も
と

・
田た
は
ら原
台
地
と
鬼
怒
川
低
地
か

ら
な
り
ま
す
。
地
区
の
東
側
を
雀

川
、
中
央
部
を
江
川
、
西
側
を
磯

川
が
南
流
し
て
い
ま
す
。
現
在
の

町
名
に
も
な
っ
て
い
る
「
上
三
川
」

と
い
う
地
名
の
由
来
に
は
諸
説
あ

り
ま
す
が
、
古
く
は
平
安
時
代

に
編へ
ん
さ
ん纂
さ
れ
た
『
和
わ
み
ょ
う
し
ょ
う

名
抄
』
の
な

か
に
垣
間
見
る
こ
と
で
き
ま
す
。

古
代
の
河
内
郡
内
に
は
10
の
郷ご
う

が

あ
り
、
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
三み

川か
わ
ご
う郷
」
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
三
川
郷
は
、
田
川
・
無む

な

せ

名
瀬

川
・
鬼
怒
川
あ
る
い
は
江
川
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
郷
で
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
三

川
郷
は
、
上か
み
み
か
わ

三
川
・
中な
か
み
か
わ

三
川
・
下し
も

三み
か
わ川
に
別
れ
、
江
戸
時
代
に
は
上

三
川
は
上
三
川
村
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
元げ
ん
ろ
く
ご
う
ち
ょ
う

禄
郷
帳
に
よ
れ

ば
、
上
三
川
村
と
い
う
名
は
、

上
三
川
中な
か
ま
ち町
・
上
三
川
下し
も
ま
ち町
・

上
三
川
大お
お

町ま
ち

・
東ひ
が
し
た
て
む
ら

館
村
の
総
称

と
さ
れ
ま
す
。
以
降
、
明
治
22
年

(

1
8
8
9)

の
町
村
制
施
行
を
経

て
、
昭
和
30
年
に
本
郷
村
・
明
治

村
と
合
併
し
て
上
三
川
町
と
な
る

ま
で
上
三
川
村
の
地
名
が
残
り
ま

す
。

　

さ
て
、
大
字
上
三
川
は
、
古
来

よ
り
有
力
者
の
住
ま
う
土
地
で
し

た
。
古
墳
時
代
に
は
、
愛あ
た
ご
づ
か

宕
塚
古

墳(

字
愛
宕)

や
か
ぶ
と
塚
古
墳

(

字
富ふ
じ
や
ま

士
山)

と
い
っ
た
大
谷
石
に

似
た
凝

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

灰
岩
質
の
一
枚
岩
を
使
用

し
た
横
穴
式
石
室
を
持
つ
古
墳
が

作
ら
れ
ま
し
た
。
近
年
、
こ
れ
ら

の
石
室
を
も
つ
古
墳
が
栃
木
県
南

部
に
集
中
し
て
分
布
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
下
野
の
首
し
ゅ
ち
ょ
う長
連
合
の
墓

で
は
な
い
か
と
研
究
者
の
間
で
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
大
字
上
三
川
の
北

部
に
は
上
三
川
城
跡
が
あ
り
ま

す
。
現
在
は
、
東
西
約
90
ｍ
、
南

北
約
1
0
0
ｍ
に
及
ぶ
範
囲
に

土ど
る
い塁
と
堀
を
残
す
の
み
で
す
が
、

平
成
8
年
に
都
市
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
、
近
隣
住
民
の
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
建け
ん
ち
ょ
う長
元

年(

1
2
4
9)

、
多
功
城
と
と
も

に
宇
都
宮
城
南
方
の
守
り
の
要
と

し
て
築
城
さ
れ
ま
し
た
。
初
代
城

主
は
、
宇
都
宮
氏
5
代
当
主
頼よ
り

綱つ
な

の
次
男
・
横よ
こ
た田
頼よ
り
な
り業
で
す
。
歴
代

の
城
主
は
、
南
北
朝
動
乱
期
の
戦

い(

1
3
3
9)

や
裳も
ば
ら原
の
合
戦

(

1
3
8
0)

な
ど
で
活
躍
し
ま
し

た
。
慶
け
い
ち
ょ
う
長
2
年(

1
5
9
7)

、
14
代

城
主
・
今
い
ま
い
ず
み泉
高た
か
み
つ光
の
時
に
真
岡
城

主
・
芳は

が賀
高た
か
た
け武
に
攻
め
ら
れ
て
落

城
す
る
ま
で
の
3
4
8
年
間
に
渡

り
、
上
三
川
一
帯
を
治
め
て
い
ま

し
た
。
上
三
川
城
跡
の
北
側
に
あ

る
善ぜ
ん
の
う
じ

応
寺
は
横
田
氏
の
菩ぼ
だ
い提
寺じ

、

長ち
ょ
う
せ
ん
じ

泉
寺
は
今
泉
氏
の
菩
提
寺
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
大
字
上
三
川
は
、
市
街

地
と
し
て
町
の
中
心
的
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

公園として整備される以前の上三川城趾の全景

上
三
川
の
地
域
と
歴
史
　
上か

み

の

か

わ

三
川


